
 
 

                                             

 

 
 

  

 
 

 
 

                                                 

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                            

○
二
月

一
日

（
木

）
～
二
日 

 
 

ひ
の
く

に
支
援
学
校

・
松
橋

支

援
学
校
専
門
学
科
前
期
選
抜 

○
二
月

一
日

（
木

） 

 

公
立
高
等
学
校
前
期
選
抜 

○
二
月

十

四

日(

水)

～
十

五

日(

木) 

 
 

私
立
高
等
学
校

一
般

入
試 

○
二
月
十

九

日

（
月

）
～
二
十 

二

日

（
木

）
正
午

ま

で
公
立
高
等

学

校
後

期
選

抜

出
願

変

更

可 

○
三
月
七
日
（
水

）
～
八
日
（
木

）

公
立
高
等
学
校
後
期
選
抜 

 

 

《
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
等
》 

▼
宇
城
市
論
語
大
会 

【
団
体

の
部

】
優
勝

（
宮

川
周
策

・
松
浦
佑

香

・
木
本

愛
羅

・篠
﨑
友
美

・
石
本
粋
） 

【
個
人
の
部
】
準
優
勝 

木
本
愛
羅 

▼
第

四
十

五
回
少
年
少
女
俳
句
会 

【
佳
作
】 

こ
お
ろ
ぎ
が
本
の
ペ
ー
ジ
を
と
め
て
い
る 

宮
川
稜

王 

風
鈴
の
ふ
し
ぎ
な
音
が
風
を
呼
ぶ 

 
 

 

片
山
真
斗 

▼
万
句
の
ふ
る
さ
と
菊
池
（
短
歌
） 

【
優
秀
賞
】 

植
里
千
尋 

母
親
と 

朝
か
ら
け
ん
か
「
い
っ
て
き
ま
す
」  

言
わ
ず
に
来
た
こ
と
後
悔
し
て
い
る 

≪ 1 月 の 主 な 行 事 予 定 ≫  

９ 日 （ 火 ） 後 期 後 半 開 始 （ 全 校 集 会 ）  

     実 力 テ ス ト （ 国 ・ 理 ）  

１ ０ 日 （ 水 ） 実 力 テ ス ト （ 英 ・ 数 ・ 社 ）  

★ 私 立 専 願 等 入 試 出 願 開 始  

１ ５ 日 （ 月 ）「 地 域 ふ れ あ い 」 挨 拶 運 動  

１ ９ 日 （ 金 ） 専 門 委 員 会  

      公 立 前 期 選 抜 出 願 開 始  

２ １ 日 （ 日 ） ★ 国 立 高 専 推 薦 入 試  

２ ３ 日 （ 火 ） ★ 私 立 高 校 専 願 等 入 試  

２ ５ 日 （ 木 ） 1 年 生 黒 砂 糖 作 り 体 験  

 

校
長 

 

寺
本
洋

一 

師

走

に
入
り
厳

し

い
寒

さ

が
続

い
て
ま
す

が
、

保
護
者

の
皆
さ

ん

に
お

か
れ
ま

し

て
は
ご
清
栄

の

こ
と
と

お
喜
び

申

し

上
げ
ま
す
。 

平
成

二
十

九
年

も

残
す

と

こ
ろ
あ

と
数

日

に
な

り
ま

し
た
。
生
徒

の
皆

さ

ん

に
と

っ
て
ど

ん
な

一
年

だ

っ
た

で
し

ょ
う

か
。
今
年
を
振
り
返
り
、

良

か

っ
た
点
、

課
題

だ

と
思
う
点
等

を
整

理

し

て
み
ま
し

ょ
う
。 

校訓 

自
律 

英
知 

鍛
錬 

宇 城 市 立 三 角 中 学 校  

学 校 新 聞   
平 成 29 年 12 月 22 日  

編 集 代 表  

校 長  寺 本 洋 一  

校 訓 

 

二
年

生

は
十

二
月
十

二

日

（
火
）
～
十
四
日

（
木
）

ま

で

二
泊

三

日

の
日

程

で

京
都

・
大
阪

・
奈
良
方
面
に

修

学

旅

行

に
行

っ
て
き

ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

病
気
や
け
が
、
事
故
等
も
な

く
、
楽
し

い
三
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
帰
り
の
バ

ス
は

疲

れ

て
居

眠

り

す

る

か

と

思

い
き
や
、
最
後
ま

で
大
盛

り
上
が
り
だ

っ
た
と
か
。
楽

し

い
修

学

旅

行

に
行

か

せ

て

い
た

だ

い
た

保

護

者

の

方

に
は
、
感
謝

の
気
持
ち
を

持

っ
て

ほ

し

い

で
す

。

ま

た
、
修
学
旅
行
を
通
し

て
関

西
方
面

の
文
化
や
経
済
等
、

様

々
な

特

色

を

学

ん

だ

ほ

か
、
友
だ
ち
と

の
絆
も
、
大

い
に
深
ま

っ
た
よ
う

で
す
。 

 

今

回

学

ん

だ

こ
と

を

今

後

の
生

活

に
生

か

し

て
く

れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 

 

十

一
月
三
十

日
、
六
時
間

目

に
宇
城
広
域
連
合
南
消
防

署

・
三
角
分
署

の
方

々
の
指

導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
火
災
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
学
校

で
の
避
難
訓
練
と
言

え
ば
、
「
校
庭

に
集
ま

っ
て
何

時
何
分
避
難
完

了
」
と

い
う

毎
回
決
ま
り
切

っ
た
単
純
な 毎

訓
練
だ
、
と
考
え

て
い
る
人

が
多

い
の
で
は
な

い
で
し

ょ

う
か
。
あ
ら
か
じ
め
決
め

て

い
た
避
難
経
路
を
通

っ
て
運

動
場
や
体
育
館

に
団
体

で
素

早
く
移
動
す
れ
ば

い
い

・
・

私
は
そ
う

で
は
な

い
と
考
え

て
い
ま
す
。
学
校

で
の
避
難

訓
練
は
、
目
的
意
識
を
持

っ

て
行
う

こ
と
が
大
切
な

の
で

す
。
実
際
、
皆
さ
ん
は
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震

の
時
、

危
険
か
ら
避
難
す
る
た
め
ど

れ
く
ら

い
焦
り
、
我
を
忘
れ

て
急

い
で
い
た
か
思

い
出
し

て
く
だ
さ

い
。
逃
げ
る
速
さ

だ
け
が
重
要

で
は
な
く
、
慎

重

に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
避

難
中

に
燃
え
た
木
が
落
下
し

て
き
た
り
、
物
が
あ

っ
た
り

し

て
通
れ
な

い
か
も
し
れ
な 避

い
と

い
う

「
と

っ
さ

の
状

況
」
に
対
応

で
き
る
訓
練

に
す
る

こ
と
を
目
的

に
す

べ
き
と
思

い
ま
す
。
具
体 

 

的

に
は
、
避
難
路

の
途
中

に
「
落
下
し
そ
う
な
も

の
」

と
か

「
足
下
に
ガ
ラ

ス
破

片
」
と
か
、
「
こ
の
先

で
火

災
発
生
」
な
ど
と

い

っ
た

メ

モ
を
は

っ
て
生
徒

に
危

険
意
識
を
さ
せ
、
そ
し

て

ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
れ

ば
良

い
の
か
を
避
難
し
な

が
ら
考 

え
え
さ
せ 

る
る
。
そ 

う

い
う 

こ
と
も 

こ
れ
か 

ら
必
要 

ら

で
す
。 

さ

て
将

来

の
日
本

に

つ
い

て
少

し
考
え

て
見

ま

し

ょ

う
。
生
徒

の
皆
さ
ん
が
成
人

す
る
頃
は
、
日
本
は
ど
ん
な

社

会

に
な

っ
て

い
る
と

思

い
ま
す
か
？
。
あ
る
本

で
は

「
グ

ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
、

技
術

の
革
新
等

に
よ
り
、
社

会

の
構

造

や

雇

用

環
境

が

大
き
く
変
化
し
、
予
測
が
困

難
な
時
代
に
な
る
。
ま
た
人

工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
の
飛
躍
的

な
進
化
が
考
え
ら
え
る
。
」

と
述

べ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ

う

な
社

会

に
対
応

で

き
る

「
力
」
、
即
ち

「
生
き

る
力
」
を

つ
け

て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は

「
今
」
こ
の
中
学
校 

生
活

を

充

実

し

た
も

の
に

す

る

こ
と

が

と

て
も

大

切

で
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
り
前

の

こ
と

が
あ

た

り
前

に

で

き
る

こ
と

で
す
。
授
業

に
集

中

し
意

欲
的

に
取

り
組

ん

で
い
る
、
宿
題
は
必
ず
行

っ

て
い
る
、
遅
刻
す
る

こ
と
は

な

い
、
挨
拶
は
自
ら
相
手

の

目
を

見

て
行

う

こ
と

が

で

き
る
、
掃
除
は
無
言

で
行
う

こ
と
が

で
き
る
、
保
護
者

・

地
域

の
方
・
先
生
方

に
感
謝

の
気

持

ち

を

も

つ
こ
と

が

で
き
る
、
友
人
を
大
切
に
し

た

り
思

い
や

り

の
心
を

持

つ
こ
と
が

で
き
る
等

で
す
。

毎

日

の
積

み

重

ね

が

と

て

も
重
要

で
す
。
ど
ん
な
時
代 

い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し

く

お
願

い
申

し

上

げ

ま

す
。 

『
今
』
を
大
切
に
！ 

 

▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
男
子
個
人
の
部 

一
位 

植
野
健
太

（
二
年

）
、
二
位 

三
浦
航
生

（
二
年

）
、

三
位 

河
瀬
太
陽

（
二
年

） 

▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
女
子
個
人
の
部 

一
位 

野

口
ひ
か
り

（
二
年

）
、
二
位
木
本
愛
羅

（
二
年

）
、

三
位 

河
嶋
桜
子

（
一
年

） 

▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
学
級
対
抗
の
部 

男
子
優
勝 

二
年

一
組
、
男
子
準
優
勝 

三
年

一
組
、 

女
子
優
勝 

二
年

一
組
、
女
子
準
優
勝 

三
年

二
組 

▼
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
部
活
動
の
部 

男
子
優
勝 

陸
上
競
技
部
、
男
子
準
優
勝 

野
球
部
、 

女
子
優
勝 

ソ
フ
ト

テ

ニ
ス
部
、
女
子
準
優
勝 

バ

ス
ケ

ッ

ト
ボ
ー

ル
部 

▼
駅
伝
の
部 

優
勝

チ
ー

ム 

三
年

二
組

Ａ
、
準
優
勝

チ
ー

ム 

二
年

一
組

Ａ
、 

総
合
優
勝 

三
年

二
組
、
総
合
準
優
勝 

二
年

一
組 

▼
駅
伝
区
間
賞 

一
区

（
二

・
二
ｋ

ｍ
）
森

口

一
真

（
三
年

）
七
分
三
十
五
秒 

二
区

（
一
・
三

ｋ

ｍ
）
寺
島
琉
華

（
一
年

）
四
分
四
十
六
秒 

三
区

（
二

・
二
ｋ

ｍ
）
三
角
啓
彰

（
二
年

）
七
分
三
十
五
秒 

四
区

（
二

・
三

ｋ

ｍ
）
田
﨑
倫
夏

（
三
年

）
五
分
六
秒 

五
区

（
二

・
二
ｋ

ｍ
）
森
本
悠
太

（
二
年

）
七
分
三
十
九
秒 

で
も

大

切
な

こ
と

は
変

わ

り
ま
せ
ん
。
本
校

の
校
訓
に

「
自
立

・
英
知

・
鍛
錬
」
と

あ
り
ま
す
。

こ
の
校
訓
は
、

皆
さ

ん
が
将

来

に
わ

た

り

幸

せ
な

生
活

を

営

む

こ
と

が

で
き

る
よ

う

生
き

方

を

示
し

て
あ
る
も

の
で
す
。
こ

の

一
年
を
振
り
返

っ
て
、
今

や

る

べ
き

事

を

保

護

者

の

皆
さ

ん
と

一
緒

に
確

認

し

て
下
さ

い
。 

「
今
を
大
切
に
！
」 

今

年

一
年

間

学

校

に
対

し

て
の
御
協
力
、
御
支
援
誠
に

有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

来
年

も

全

校

生

徒

一
人

一

人

の

ひ
と

み

が
輝

く

よ

う

全

教

職

員

で
努

力

し

て
ま

生
徒
会
新

旧
役
員
交
代
式 

 

十
二
月
二
十
日
（
水
）
に
生

徒
会
執
行
部
及
び
専
門
委
員

会
委
員
長

・
副
委
員
長

の
交

代
式
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ

ま

で
三
年
生
は
リ
ー
ダ
ー

シ

ッ
プ
を
発
揮
し

て
三
角
中
学

校
全
体
を
よ

り
よ

い
方
向

に

導

い
て
く
れ
ま
し
た
。

い
よ

い
よ
新
年

か
ら

二
年
生
と

一

年
生
が
中

心
と
な
り
、

こ
れ

ま

で
先
輩
方
が
築

か
れ
た
三

角
中

の
伝
統
を

引
き

継
ぎ
、

さ
ら
な
る
発
展
が

で
き

る
よ

う

に
チ
ー

ム
三
角
、

一
丸
と

な
り
、
邁
進
し

て
ほ
し

い
で

す
。
そ

の
た
め
、
新
執
行
部
と

各
委
員
会

の
代
表
者
は
、
十

二
月

二
十

七
日

・
二
十

八
日

の

一
泊

二
日
、
熊
本
県
立
豊

野

少

年

自

然

の

家

に

お

い

て
、
新
年 

度
か
ら

の 

活
動

の
検 

討
や
協
議 

な
ど
を
行 

う
リ
ー
ダ 

ー
研
修

に 

行
き
ま
す
。
期
待
し

て
い 

 
 

三
年

生

は
三
者
面
談

が
終
わ

り
、

一
人

ひ
と

り

の
受
験

校
が

決
定
し
ま
し
た
。
受
検

（
受
験

）

ま

で

残

り

少

な

い

日

数

で

す

が
、
最
後
ま

で
粘

り
強

く
学
習

に
取

り
組

ん

で
く

れ
る

こ
と
を

期
待

し

て

い
ま
す

。
主

な
進
路

関
係

の
行

事

は
次

の
と

お

り

で

す
。 

○

一
月

二
十
三
日

（
火

） 

 

熊

本
県
内
私

立
高
等

学
校
専

願

・
奨
学
等

入
試 

 

主
な
進
路
関
係
行
事

（
県
内
） 

避

難

訓

練 


